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 １２月に入ったと思っていたら、『師走』というとおりあっという間に今年も終わりに近づき

ました。平成から令和になった年、それぞれにいろいろな出来事があった年だったことでしょう。

来年がよりよい年になりますように…。 

 

 

 

 去る１０月３０日（水）に１年生は「岡山職業センターの見学」と「ジョブマッチング」を行

いましたので、様子をお知らせします。 

朝９時に岡山駅に集合し、路面電車を使って岡山障害者

職業センターへ行きました。職業センターでは、いくつか

の職種別に仕事の特徴や必要な力について教えていただ

きました。そして、その仕事に興味があるか、できそうか

等のセルフチェックもしてみました。今後に生かせる経験

ができたと思います。 

 午後は、会場になるピュアリティまきびのレストランで昼食を取った後、２０社ほどの企業と

の交流会（ジョブマッチング）に参加しました。あらかじめ４～５人のグループを作って、５つ

の企業と面接形式で説明を聞いたり質問をしたりし、緊張しながらも企業についての理解を深め

ました。 

 これをきっかけに、更にインターネットや情報誌等いろいろ活用して、県内にある企業につい

て自分で調べていくといいですね。 

 

 

 

 １１月７日（木）から２０日（水）までの期間、１年生の家政コースが

２週間の後期現場実習を行いました。今年度から１年生は後期現場実習の

期間が１週間から２週間に延びました。前期に行われるインターンシップ

（１週間）の回数が２回から１回になったことに加え、後期現場実習の期

間が延びたことで、生徒も保護者の方も実習前は不安が大きかったようで

す。 

 しかし、しっかり準備を行ったおかげか、実習が始まってみると、思っ

ていた以上にそれぞれが力を発揮し、反省会でも多くの生徒が企業の方か

らお褒めの言葉をいただきました。 

 その反省会の中で、ある保護者の方から「実習中は、つらいとかしんどいとか家でこぼすこと

もありましたが、『それが仕事なんだよ』と励ましました。」という声が聞かれたそうです。た

とえ２週間でも、実際の現場で職員の方と一緒に作業をするという事は気持ちの面でも体力の面
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でも楽なことではありません。『しんどいなあ』と感じることは当たり前です。そのしんどさや

つらさは受け止め、がんばるわが子の背中を支えつつそっと押してあげる・・・そんなご家庭の

バックアップもあって生徒は実習をやり遂げられたのでしょう。 

 『進路の手引き』にも記載していますが、企業側が求めるポイントの一つとして「家族の理解

・協力があること」があります。卒業して働き始めたら「社会人」とはいうものの、卒業しても

まだ１８歳、１９歳。いきなり大人には変われません。悩んだり、行き詰ったりつまずいたりし

た時、支えてくれる存在は必要です。もちろん相談できる支援機関はありますが、一番近いご家

庭の協力は大切なものだと思います。 

 環境サービスコースと流通サービスコースは１月２０日（月）から現場実習となります。面接

・打合せは１２月で済みました。実習本番までの間冬休みを挟むことになりますが、心の方も併

せて、しっかりと準備をしていきましょう。 

 

 

 本校は今年で１０周年を迎え、７期までの卒業生が就労しています。 

会社の方から、卒業生が一生懸命に働いている様子を聞くこともあれば、最近少し休みがちに

なっているというような気がかりなことを聞くこともあります。そんな時は進路指導主事が就業

・生活支援センター等の支援機関と情報共有し、一緒に会社へ訪問したり、ご家庭と連絡をとっ

たりします。解決までに時間がかかることもありますし、結局、離職につながることもあります

が、「何が原因で仕事に行きづらいのか」「その解決法はあるか」等、本人や会社の方と話し合

います。もちろんご家族とも協力しながら働きやすい環境づくりを考えていきます。 

原因はその人によって様々ですが、例えば、在学中に現場実習を多く経験した職場であっても、

在学中は『実習生』、卒業すれば『社員』という立場に変わります。その違いは小さくはありま

せん。卒業して入社すれば、周りの方も『同僚』として見ますので、言葉かけの印象も変わるか

もしれませんし、厳しさもより感じることになるかもしれません。そういったことも働くしんど

さの一つになることがあります。 

頭ではわかっていても、『最近、職場でほめてもらえない』というような思いを持ち、働く意

欲が減少してくる人もいます。決して『仕事ができない』『必要とされていない』という訳では

ないことを周りから伝えることで解決することもあります。 

働き続けるためには、やはり『誰か相談できる人を持つこと』が大切だと思います。少しでも

気がかりなことがある場合、いや、何もなくても日頃からいろんなことを話すことのできる相手

を見つけておくことが、職場定着のコツではないかと思うこの頃です…。 

 

 

 

 

・２年生 求職登録・職業相談（１月１５日㈬ＡＭ、２０日㈪ＰＭ、２２日㈬ＡＭ） 

・１年生（環境・流通）現場実習（１月２０日（月）～３１日（金）） 

・３年生 個別移行支援会議（１月下旬～２月下旬） 

１～２月の進路に関する行事予定 

職場定着について 


